
仕 様 書 

1  業務の名称  

  旧黒岩家住宅耐震診断業務 

２ 業務の期限 

契約日から令和５年２月 28 日まで 

３ 業務の概要 

札幌市指定有形文化財である旧黒岩家住宅について、「重要文化財（建造物）耐震診断指

針」に準拠した耐震診断を実施する。 

所在地 札幌市南区簾舞 1 条 2 丁目 4-15 

構造・階数 木造 平屋建て 

履歴    1872 年（明治 5 年） 建設 

1887 年（明治 20 年） 移築 

1984 年（昭和 59 年） 札幌市有形文化財に指定 

1985 年（昭和 60 年） 解体調査復元工事 

４ 施設の概要 

別紙資料図参照（施設概要・平面図・立面図） 

５ 業務の内容 

（１）診断調査の実施 

調査対象施設の地盤性状や建造物特徴を把握することを目的に、耐震性能の検討に必要

な調査を行う。なお、仕上げ材を取り外して調査する場合は、既存の材料及び工法により

復旧することを原則とし、事前に委託者の承認を得ること。 

ア 資料調査：過去に検討を実施している「H18 旧黒岩家住宅施設保全計画書（H18 耐震

診断・耐震改修計画書含む）」および「H30 旧黒岩家住宅施設保全計画書」の結果を参考

に、建造物の概要と耐震診断で必要な情報の有無を確認及びとりまとめを行う。 

イ 現況調査：目視が可能な範囲および復旧可能な仕上げ材の取外しや、点検口等を取り

付けることにより、以下の調査を実施する。 

a.構造部材寸法、重量の確認 

耐震要素となる壁の長さ、開口部の大きさ、仕上げ材の種類等について確認する。 

b.耐震要素の仕様 

(a)梁、柱、土台の断面寸法、壁の仕様、筋交いの有無・断面寸法、接合部の仕様（金

物補強の有無）などの確認を行う。 



(b)可能な範囲で解体を行って、目視による確認を行う。また、解体調査を最小限に

するため、解体調査以外に次の方法を用いる。 

・壁については、下地センサー等を用いて、仕上げ上から下地や柱の状況を把握

する。 

・天井点検口から小屋裏に入り、壁頂部の仕様や小屋組について目視する。 

（尚、天井点検口がない場合、押入れから天井を解体し、天井内に入る） 

・床下点検口から床下に入り、壁脚部の状況、土台・基礎の状況について目視す

る。 

（尚、床下点検口がない場合、畳をはがして下地板を解体し、床下に入る） 

c.構造部材の劣化状況 

木材の腐朽状況や損傷、雨漏り等について調査する。 

ウ 基礎コンクリートの形状調査・物性調査 

基礎底面まで地盤を掘削し、基礎底面の地盤の状況や根入れ深さ、基礎の形状を確

認する。 

エ 物性調査：基礎部分の強度を確認する目的で、コンクリートコアの採取調査を行う。 

a.圧縮強度試験（JIS A 1107） 2 本    

b.中性化試験 （JIS A 1152）  2 本 

(a) 採取箇所は、基礎立ち上がり部。（基礎掘削が必要） 

(b) 圧縮試験、中性化試験は、公的試験機関で行うこと。 

(c) 資料を採取した後の孔は無収縮モルタルにて埋め、原状復旧すること。 

オ 地盤調査：基礎地盤の性状を把握する目的で、「スウェーデン式サウンディング試験 

N=1 本」及び試掘調査(N=2 箇所)を実施し、地盤の硬軟および地層の傾斜を確認する。 

カ 現況調査結果の図化：今後の検討に必要な基礎的な構造情報の提供を目的に、各診断

調査結果について図化・とりまとめを行う。 

（２）現況復元図作成 

既存図面 CAD 化（仕上げ・平面・立面・断面図等、構造伏図・軸組図等） 

（３）耐震診断の実施 

ア 調査対象施設の活用方法等に応じて設定した必要耐震性能に対し、どれだけ耐震性能

を有しているかを定量的に評価する。耐震性能が不足していることが明らかになった場

合には、診断結果に基づき、必要耐震性能が確保できるように、耐震補強等の対策を行

うことを検討する。 



イ 適用基準： 

a.重要文化財（建造物）耐震診断指針（H24.6改正 文化庁） 

b.木造住宅の耐震診断と補強方法（2012 年改訂版）」精密診断法（一般財団法人 日本

建築防災協会） 

（４）耐震補強等の対策の検討 

ア 耐震性が不足していると判定された場合には、補強検討を行い、補強方法や補強箇所、

概算工事費、概略工程表を提案する。その際、建物の文化的価値に配慮し、次の点に留

意する。 

a.意匠性、真正性を損なわないこと 

b.既存部材を傷めないこと 

c.可逆的な補強方法であること 

イ 耐震補強の基礎設計に向けて、次年度以降必要となる追加調査項目や検討項目、精密

診断の条件や留意事項について整理する。 

ウ 耐震改修と併せての施工が望ましい想定される保全改修内容、範囲、工法、概算工事

費等について提案をおこなう。 

（５）耐震診断報告書等の作成 

ア 報告書 

（１）～（４）の調査及び検討結果等をとりまとめた報告書および概要版 PPT を作成

すること。 

イ 図面 

５（１）の現地調査結果による意匠図（平面・立面）、構造図（伏図、軸組図、リス

ト）の作成 

６ 資料の貸与及び返却   

（１）貸与資料 

ア H18 旧黒岩家住宅 施設保全計画書(H18 耐震診断・耐震改修計画書含む) 

イ H30 旧黒岩家住宅 施設保全計画書 

ウ S60 旧黒岩家住宅（簾舞通行屋）復元工事設計図 

エ S60 旧黒岩家住宅（簾舞通行屋）解体調査工事 

（２）貸与場所：札幌市市民文化局文化部文化財課 

（３）返却場所：札幌市市民文化局文化部文化財課 

７ 提出成果品 

  以下の成果品を３部提出する。 

（１）耐震診断報告書（A4 判、簡易製本） 

（２）上記の電子データ（ＣＡＤデータの保存形式及びレイヤー構成等については、業務着手



時に担当職員と協議する） 

８ 成果品の取扱い 

本業務における成果品はすべて委託者に帰属するものとし、受託者は委託者の承諾を得ず

に他に公表、貸与又は使用してはならない。 

また、成果品に係る著作権は、すべて委託者に属するものとし、委託者が納品後に成果品

の加工、引用、公表、出版等を行うことを妨げない。 

９ その他 

（１）受託者は、業務の遂行上知り得た秘密を外部に漏洩してはならない。 

（２）受託者は、委託者と十分協議を行い、必要な準備、資料の作成、事前の打合せ等、事業

の実施を行うこと。なお、本市の求めに応じて打合せ等を確実に行うため、専任の担当者

を置くなどして、業務が遅滞することのないようにすること。 

（３）調査時は安全管理を徹底するとともに、施設を損傷しないよう注意すること。 

（４）業務に疑義が生じた場合は、委託者と協議し、指示を受けること。 

（５）業務の履行に関しては、環境に配慮し紙資源やエネルギーの節約及びリサイクルの推進

に努めること。 

（６）その他、本仕様書に記載されていない事項については、委託者と協議し、指示を受ける

こと。 
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施工履歴

木造平屋建
旧棟：102.46㎡  新棟：99.15㎡

なし

なし

構 造 ・ 規 模
延 床 面 積

附 属 建 物 概 要

そ の 他 特 記 事 項

施    設    概    要

札幌市南区簾舞１条２丁目4-15

旧黒岩家住宅

札幌市指定有形文化財

調 査 施 設 名 称

所 在 地

施 設 用 途

敷 地 面 積 600.001㎡

用 途

204.917㎡

旧棟：102.46㎡  新棟：99.15㎡

明治13年(1880年) 昭和60年12月復原工事

札幌市指定有形文化財

総 建 築 面 積

総 延 床 面 積

建 設 年 度

主 建 物 の 概 要



外部仕上
区分 部位 名称・仕様

屋根 屋根 カラーステンレス ｔ0.4 一文字葺
アオリ板・化粧棟 カラーステンレス ｔ0.4 包み
柾葺エゾ松平茸8寸巾3-5寸 葺足2寸（機械柾）

外壁 外壁 下見板張り エゾ松 ｔ15 加圧注入処理焼き磨き
（防腐処理）

基礎 鉄筋コンクリート打放シ ｔ180
捨てコンクリート ｔ50 切込砕石 ｔ150
玉石据付（既設玉石）

外部その他 屋根 カラーステンレス ｔ0.4 一文字葺
煙出し

壁 下見板張り エゾ松 ｔ15 加圧注入処理焼き磨き
（防腐処理）

外部その他 雨ころばし 65× 45 古色塗

外部建具
区分 部位 名称・仕様

外部建具 窓 木製   窓

出入口 木製   扉

外構
区分 部位 名称・仕様

外構 外周柵 木製柵 Ｈ900 支柱 焼き丸太120φ＠1500
つなぎ 焼き丸太75φ

 門柱 擬木 200φ Ｈ1300
ステンレス鎖

見学通路 砂利敷込

犬走り 玉石縁石 100～200φ 砂利敷

建築仕様表



内部仕上

塗装 塗装
【旧棟】

1 旧玄関 土間三州叩き ねずみ漆喰仕上 小屋組表し WUC
ｔ100

広間 板張ｔ23（旧材） ねずみ漆喰仕上 小屋組表し WUC
一部旧補材（桂材）

踏込 板張ｔ23（旧材） ねずみ漆喰仕上 小屋組表し WUC

廊下 板張ｔ23（旧材） ねずみ漆喰仕上 竿縁天井 WUC
桂材 松ｔ9羽重（旧材新規材）

表六畳 タタミ敷 ねずみ漆喰仕上 竿縁天井 WUC
（新規材） 松ｔ9羽重（旧材新規材）

裏六畳 タタミ敷 ねずみ漆喰仕上 竿縁天井 WUC
（新規材） 松ｔ9羽重（旧材新規材）
一部板張ｔ23
（旧材）

表八畳 タタミ敷 ねずみ漆喰仕上 竿縁天井 WUC
（新規材） 松ｔ9羽重（旧材新規材）

奥八畳 タタミ敷 ねずみ漆喰仕上 竿縁天井 WUC
（新規材） 松ｔ9羽重（旧材新規材）

床の間 カタ木ｔ43 ねずみ漆喰仕上 竿縁天井 WUC
（旧材） 松ｔ9羽重（旧材新規材）

縁側 板張ｔ23 桂材 ねずみ漆喰仕上 化粧野地板 WUC
（旧材） 垂木表し WUC
一部板張ｔ23 （新規材）

押入（１） 板張t23 ねずみ漆喰仕上 竿縁天井 WUC
（旧材） 松ｔ9羽重（旧材新規材）

押入（２） 板張t23 ねずみ漆喰仕上 竿縁天井 WUC
（旧材） 松ｔ9羽重（旧材新規材）

内部仕上

塗装 塗装
【新棟】

1 玄関 土間三州叩き 板張ｔ12堅羽目 WUC 小屋組表し WUC
ｔ100 （旧材）

一部板張ｔ12 WUC
居間 板張ｔ23 松材 板張ｔ12堅羽目 WUC 小屋組表し WUC

古色処理 （旧材）
一部板張ｔ12 WUC

台所 板張ｔ23 松材 板張ｔ12堅羽目 WUC 小屋組表し WUC
古色処理 （旧材）

一部板張ｔ12 WUC
馬小屋 板張ｔ36 ナラ材 板張ｔ24堅羽目 小屋組表し WUC

古色処理 （新規材 松） 一部化粧野地板
古色処理

納屋 板張ｔ23 松材 板張ｔ15堅羽目 小屋組表し WUC
古色処理 （新規材 松）

古色処理
便所 長尺塩ビシート貼 化粧石綿板ｔ3 フレキシブルボード VP

ｔ2.5 接着貼 ｔ6
通路 土間三州叩き 板張ｔ12堅羽目 WUC 小屋組表し WUC

ｔ100 （旧材）
一部板張ｔ12 WUC

押入 板張ｔ23 転用材 板張ｔ12堅羽目 WUC 小屋組表し WUC
（転用材）

階 室 名 床 壁 天 井

階 室 名 床 壁 天 井










